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『お茶にしましょ』菅野博子／脚本・絵 雲母書房 2009 

『おどりばダンスホール』片岡直子／脚本・絵 ときわひろみ／監修 雲母書房 2012 

『かわださん』 谷川俊太郎／脚本 やべみつのり／絵 雲母書房 2013 

『きつねの盆おどり』 ときわひろみ／脚本・絵 雲母書房 2014 

『こんやのおかず』 ピーマンみもと／脚本・絵 雲母書房 2018 

『どっかーん』宮崎二美枝／脚本 おかのけいこ／絵 雲母書房 2013 

『とばしっこ』ときわひろみ／脚本 やべみつのり／絵 雲母書房 2009 

『待ちぼうけ』 北川鎭／脚本・絵 遠山昭雄／監修雲母書房 2017 
『みいちゃんのかぞえうたあそびうた』 

ピーマンみもと／脚本・絵 ときわひろみ／監修 雲母書房 2015 

『みんなでおめでとう』八尾雅之／原案 ピーマンみもと／脚本・絵 雲母書房 2011 

 
   

  

  

 
 

 

 
 

 

 

 

紙芝居は、昔から子どもたちを中心に楽しまれてきた文化ですが、近年では、高齢者の

ケアの現場で使うことを目的として、シニア向けの紙芝居も出版されています。港南図書

館では、昔を懐かしむ話や笑い話、落語、古典文学など、大人も楽しめる紙芝居を所蔵し

ています。高齢者の集いや介護の現場などで、ぜひご活用ください。 

シニア向け紙芝居 
高齢者が集うサロンや、介護現場で楽しむことを目的として出版された作品で

す。昔を懐かしむ話、参加型など、バラエティに富んでいます。 
 

 

港南図書館 

シニア向け紙芝居のご案内 
令和３年２月 

横浜市港南図書館 

ある夜のこと、「おれはぜったい煮くずれしない」

と自慢する豆腐に、こんにゃくが異議を唱えて、 

一対一の勝負がはじまりました。 

テンポのある台詞の掛け合いが楽しめます。 

お馴染みの懐かしい童謡『待ちぼうけ』。 

歌詞がそのままストーリーとなっています。 

みんなで手をたたき歌いながら、 

観客と演じ手がひとつになって進めていきます。 
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『うなぎにきいて』桂文我／脚本 長谷川義史／絵 童心社 2005 

『さぎとり』桂文我／脚本 国松エリカ／絵 童心社 2004 

『さらやしきのおきく』桂文我／脚本 久住卓也／絵 童心社 2004 

『七どぎつね』桂文我／脚本 渡辺有一／絵 童心社 2004 

『とまがしま』桂文我／脚本 田島征三／絵 童心社 2004 

『めがねやとどろぼう』桂文我／脚本 東菜奈／絵 童心社 2004 

 

 

 

 
 

 

 

 

『イナバのしろうさぎ』西野綾子／脚本 長野ヒデ子／絵 長野ヒデ子／監修 かみありづき 2013 

『やまたのおろち』西野綾子／脚本 長野ヒデ子／絵 長野ヒデ子／監修 かみありづき 2013 

『狼
おいの

森
も り

と 笊
ざ る

森
も り

、盗
ぬすと

森
も り

』宮沢賢治／原作 岡野和／絵 さとうつきこ／脚本 岡野和の紙芝居刊行会 

2019 

『風の又三郎』宮澤賢治／原作 岡野和／絵・脚本 岡野和の紙芝居刊行会 2015 

『金色
こんじき

夜叉
や し ゃ

』 尾崎紅葉／原作 サワジロウ／脚本・絵 雲母書房 2012 

『セロ弾きのゴーシュ』宮沢賢治／原作 岡野和／絵・脚本 岡野和の紙芝居刊行会 2018 

『てんぐのこま』岸なみ／再話 岡野和／絵 さとうつきこ／脚本 岡野和の紙芝居刊行会 2013 

『なめとこ山の熊』宮澤賢治／原作 岡野和／絵 さとうつきこ／脚本 岡野和の紙芝居刊行会 2013 

『ばけねこたいじ』千葉省三／原作 岡野和／絵・脚本 岡野和の紙芝居刊行会 2018 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

落語の紙芝居 

文学・神話の紙芝居 

イナバの国の神オオアナムジは、泣いてい

るうさぎに会いました。うさぎはワニざめ

をだまして怒らせてしまい、毛をはがされ

たのです…。古事記の物語。 

昔から大衆に長く愛されてきた 

尾崎紅葉の代表作です。 

紙芝居向けに編集されています。 
 

きろくとせいはちは、うなぎを 

食べにいきましたが、料理する

人が休んでいたので主人に頼

んでうなぎを料理してもらう

と…。 

大切なお皿を１枚なくして、井

戸になげこまれたおきくは、幽

霊になりました。その幽霊を見

ようと、見物人まででるように

なって…。 

この他にも、港南図書館

では、民話・昔話の紙芝居

を多数所蔵しています。 

 民話・昔話は、幅広い年

齢の方が楽しめるので、シ

ニアの方への読み聞かせ

におすすめです。選び方に

迷ったら、司書にご相談く

ださい。 
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『いそえもんのせっけんづくり 横浜開港１５０周年』 

片岡直子／脚本・絵 横浜市磯子区役所区政推進課 
『タンキョー マリア・ルス号ものがたり』 

笹尾としかず／絵 若山甲介／文 神奈川県県民部文化課 2009 

 

 
 

 

 

『おすすめ紙芝居 400 冊 こんな時はこの紙芝居を』 

子どもの文化研究所／編 紙芝居文化推進協議会／編  一声社 2015 
『はじめよう老人ケアに紙芝居 観ること、つくること、演じることの楽しみ』 

遠山昭雄／監修 雲母書房 2006   
『お年よりと絵本でちょっといい時間 老人福祉施設での読みきかせガイド 』 

山花郁子／著 一声社 2003  
『紙芝居演じ方のコツと基礎理論のテキスト 』 

子どもの文化研究所／編 一声社 2015  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜リストをご利用にあたっての注意＞ 

リストに掲載している紙芝居は、2020 年 12 月時点で、港南図書館で所蔵しているものです。貸出中等で書棚にない場

合は、在庫がある図書館からの取り寄せ、あるいは順番待ちができますので、インターネット、図書館窓口、またはお電話で

ご予約下さい。 

また、紹介した紙芝居の中には、品切れ重版未定・絶版となり、書店で入手困難なものも含まれます。 

参考図書 
紙芝居を選ぶ際、また、実際に演じる際の参考になる本をご紹介します。 
 

 

郷土・歴史の紙芝居 

港南図書館 紙芝居コーナーのご案内 
港南図書館１階 子どもの本のフロアの奥に、紙芝居コーナーがあります。 

紙芝居も、本と同様に１人 10 冊まで貸出ができます。 
 

 

紙芝居を効果的に演出できる 

紙芝居舞台の貸出も行っています。 

貸出期間は、１回につき２週間です。 

 

シニア向け紙芝居は、 

右端の１か所に 

集めて置いてあります。 
 

くつを脱いで上がる 

カーペットスペースに

あります。 

明治時代に横浜で起きた 

マリア・ルス号事件を題材にしています。 
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横浜市立図書館では、紙芝居の他にも、高齢者の介護に役立つ本を多数所蔵しています。  

例えば・・・ 

● 手遊び、体操、音楽、手品、クイズ、などのレクリエーションの本 

● 食事・排泄支援など、日常生活のサポートについての本 

● 認知症についての本 

● 高齢者虐待についての本 

● 感染症対策についての本 

● 老後の住まい、施設の選び方についての本 

司書が、必要な本を探すお手伝いをいたします。電話や図書館窓口へお気軽にご相談ください。 

グループ貸出のご案内 
市内で読書に関する活動をしているグループに、30 冊まで図書をお貸しします！ 

 

◇利用資格◇ 

横浜市内で読書に関する活動をしている、会員５人以上のグループ。 

※ただし、代表者が市内在住、在学、在勤のいずれかに該当する必要があります。 

 

◇貸出できる冊数・◇ 

１グループ最大 30 冊・30 日間まで 

※予約の多い図書、在庫が少ない図書は貸出できないことがあります。 

 

◇ご利用されたい方は、横浜市立図書館までお問い合わせください。 

図書館をご活用ください！ 
 

 

申込み・お問い合わせ Tel 045‐841‐5577 

横浜市港南図書館  Fax 045‐841‐5725 

 
 

蔵書検索はこちらから 
 

・市営地下鉄上永谷駅出口３ 徒歩４分  
・市営バス停「永野新橋」下車徒歩３分(45、112 系統)                  
・神奈中バス停「北永作」下車徒歩４分（30 系統） 

 
 


